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治
安
の
悪
さ
の
解
消

問
　
子
育
て
世
代
を
中
心
に
、

本
市
へ
の
転
入
理
由
と
本
市
か

ら
の
転
出
理
由
を
調
査
し
た
結

果
報
告
が
３
月
に
あ
っ
た
。
調

査
結
果
か
ら
本
市
の
強
み
や
弱

み
、
課
題
を
ど
う
捉
え
た
か
。

副
市
長
　
子
育
て
世
代
を
中
心

と
し
た
暮
ら
し
や
す
さ
や
豊
か

な
自
然
環
境
を
本
市
の
強
み
の

一
つ
と
し
て
、
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
広
く
発
信

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
治
安
に
対
す
る
マ
イ
ナ

ス
イ
メ
ー
ジ
の
払
拭
が
本
市
の

課
題
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

問
　
こ
の
調
査
と
関
係
が
あ
る

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
、
今
年
度
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

秘
書
広
報
担
当
部
長
　
よ
り
多

く
の
市
民
を
巻
き
込
み
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
子
育
て
世
代
よ
り
も

若
い
世
代
に
す
る
。
ま
た
、
治

安
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
向
上

を
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
。

問
　
治
安
の
悪
さ
を
ど
の
よ
う

に
解
消
し
て
い
く
の
か
。

秘
書
広
報
担
当
部
長
　
本
市
の

治
安
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
低

い
が
、
刑
法
犯
の
認
知
件
数
な

ど
は
減
少
し
て
い
る
。
こ
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
埋
め
る
か
が

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

テ
ー
マ
で
あ
る
。
改
善
さ
れ
た

点
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

問
　
今
回
の
調
査
結
果
を
今
後

に
ど
う
活
用
し
て
い
く
の
か
。

副
市
長
　
広
く
庁
内
で
共
有

し
、
本
市
の
強
み
や
弱
み
を
踏

ま
え
た
政
策
立
案
を
職
員
一
人

一
人
が
主
体
的
に
行
う
よ
う
促

す
。
ま
た
、
本
年
度
の
総
合
計

画
の
見
直
し
に
お
け
る
基
礎
資

料
と
し
て
活
用
す
る
。

こ
の
ま
ま
で
良
い
の
か 

紅
谷
町
ま
ち
か
ど
広
場

問
　
紅
谷
町
ま
ち
か
ど
広
場
の

設
置
目
的
は
何
か
。

副
市
長
　
中
心
商
店
街
の
魅
力

と
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、
活
性

化
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

問
　
利
用
状
況
は
月
７
日
程
度

と
少
な
い
。
こ
の
現
状
打
破
に

向
け
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

産
業
振
興
部
長
　
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
、
ま
ち
か
ど
広
場

で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
内
容

を
広
め
る
。
ま
た
、
中
心
街
の

イ
ベ
ン
ト
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
す
る
な
ど
し
て
、
利
用
の
拡

大
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問
　
こ
れ
ま
で
の
利
用
収
入
の

推
移
を
伺
う
。

副
市
長
　
平
成
28
年
度
が
８
千

円
、
29
年
度
と
30
年
度
が
２
万

４
千
円
で
あ
る
。

問
　
収
益
面
も
考
慮
し
、
ま
ち

か
ど
広
場
の
管
理
運
営
を
改
め

る
考
え
は
あ
る
か
。

産
業
振
興
部
長
　
設
置
目
的
に

沿
い
、
収
益
な
ど
に
結
び
つ
け

ら
れ
る
事
業
が
で
き
れ
ば
、
関

係
者
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
そ

の
よ
う
な
こ
と
も
進
め
た
い
。

金
目
川
下
流
域
の
堤
防

問
　
唐
ケ
原
の
ガ
ー
デ
ン
ホ
ー

ム
ズ
前
の
堤
防
は
い
ま
だ
に
未

整
備
で
、
設
置
さ
れ
て
い
る
土

の
う
は
経
年
劣
化
し
て
お
り
、

危
険
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
整

備
を
進
め
て
い
く
の
か
。

土
木
部
長
　
こ
れ
ま
で
県
と
連

携
し
、
地
元
へ
の
説
明
会
を
し

て
き
た
。
ま
た
、
安
全
面
や
環

境
面
を
考
慮
し
た
堤
防
道
路
の

位
置
や
通
行
形
態
な
ど
を
検
討

し
、
地
元
と
話
し
合
い
を
進
め

て
き
た
。
今
後
、
大
磯
町
と
協

議
を
行
い
、
地
元
に
丁
寧
な
説

明
を
し
て
い
く
。
早
期
整
備
に

向
け
、
引
き
続
き
県
と
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
堤
防
整
備
が
終
わ
る
と
、

Ｊ
Ｒ
高
架
下
を
通
る
河
川
管
理

用
の
道
路
は
ど
う
な
る
の
か
。

土
木
部
長
　
県
か
ら
は
通
行
止

め
に
な
る
と
聞
い
て
い
る
。

問
　
ま
ず
優
先
す
べ
き
は
人
の

命
や
財
産
を
守
る
こ
と
で
、
そ

の
た
め
に
は
河
川
の
堤
防
整
備

や
拡
幅
が
必
要
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
利
便
性

が
失
わ
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

代
替
措
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

土
木
部
長
　
Ｊ
Ｒ
高
架
下
の
管

理
用
道
路
が
使
え
な
く
な
る
と

通
行
形
態
に
支
障
を
き
た
す
と

い
う
点
で
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を

地
元
か
ら
も
ら
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
意
見
の
合
意
形
成
が
大

事
な
の
で
、
県
と
連
携
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

小
川
跨
線
橋
の
解
体

問
　
黒
部
丘
の
小
川
跨こ

線せ
ん

橋き
ょ
うが

解
体
さ
れ
る
。
そ
の
代
替
と
し

て
、
Ｊ
Ｔ
跡
地
の
北
側
に
小
川

跨
線
橋
か
ら
駅
西
口
ま
で
、
歩

行
者
や
自
転
車
が
通
行
で
き
る

道
路
を
確
保
で
き
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
跡
地
利
用
の

要
望
事
項
と
し
て
、
開
発
事
業

者
に
駅
西
口
ま
で
の
ル
ー
ト
確

保
を
申
し
入
れ
て
お
り
、
敷
地

北
側
に
東
西
方
向
の
通
行
帯
の

整
備
を
お
願
い
し
て
い
る
。

黒
部
丘
架
道
橋
の
改
修

問
　
補
正
予
算
に
計
上
し
て
い

る
黒
部
丘
架
道
橋
の
改
修
設
計

費
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
黒
部
丘
架
道

橋
は
有
効
幅
員
１
・
５
メ
ー
ト

ル
の
歩
行
者
用
の
橋
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
線
路
沿
い
の
通
行
帯
整
備

の
進
捗
に
よ
り
、
利
用
者
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

自
転
車
も
通
行
可
能
な
幅
員
３

メ
ー
ト
ル
を
目
安
に
、
拡
幅
方

法
を
検
討
し
て
い
く
。

総務経済
　議案２案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第50号　令和元年度平塚市
一般会計補正予算
　文書広報費の広報活動事業で
は、多言語ユニバーサル情報配信
ツールを導入する。その導入に
至った理由を伺う。
　日本語を母国語としない人へ
の情報が不足していたため、それ
を補うために、導入を考えた。
　情報化推進費の地域情報化推
進事業では、公共施設への公衆無
線ＬＡＮ設置を拡充する。拡充を
予定している箇所はどこか。
　現在は市役所本館、平塚競技
場、平塚球場、総合体育館、ひら
つかアリーナ、ビーチセンター、

高麗山公園レストハウスに設置し
ている。今回の補正により、中央
図書館、博物館、美術館、市民病
院の４か所に設置する。
　農業振興費の担い手総合対策
事業では、認定農業者を支援する
ための補助金として300万円を計
上しているが、支援内容を伺う。
　経営の効率化や安定化を図る
ことが目的で、機械や農業施設の
費用に対して補助をする。
　商工業振興費の波力発電関連
分野での新産業創出促進事業で
は、波力発電の実証実験をＰＲす
るため、増額補正する。波力発電
ＰＲ素材作成委託料として10万円
を計上しているが、これはどのよ
うなものを作るのか。
　インターネットなどで配信す
る映像や画像の作成費用である。

都市建設
　議案３案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第50号　令和元年度平塚市
一般会計補正予算
　道路維持費の道路施設改修事
業では、黒部丘架道橋の改修設計
を行うが、設計イメージを伺う。
　利用者の増加が見込まれるこ
とから、幅員を約３メートルに拡
幅する設計になる。
　都市計画総務費のユニバーサ
ルデザインタクシー推進事業につ
いて、この事業の目的を伺う。
　国では、ユニバーサルデザイ
ンタクシーの導入率を18.3％にす
る目標を掲げている。市内の導入
率が約4.9％であるため、導入を
促進することが目的である。

　公園費の公園整備事業では、
ビーチパークに津波避難施設を設
置するが、避難可能人数を伺う。
　避難可能面積は約60平方メー
トルである。一時避難であるため
１平方メートル当たり６人として
おり、約360人が避難できる。
　債務負担行為補正の湘南海岸
公園龍城ケ丘ゾーン整備・管理運
営事業は限度額を16億円としてい
る。これはＡ、Ｂエリアの事業費
で、Ｃエリアは含んでいない。全
体の事業費はいつわかるのか。
　Ｃエリアは、事業者から全体
の提案を受けた後に、市民と協働
で検討し、整備を進めていく。そ
の中で出された意見を集約したと
きに金額などが算出できる。いつ
頃になるかは決めていないが、来
年度以降になると考えている。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
主な質疑を紹介します。

　議員から、次の意見書が提案され、
全員異議なく可決しました。ホーム
ページには全文を掲載しています。

■�子どもたちにゆたかな学びを保障するために、教職員定数改善、
教育予算の増額、義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求め
る意見書（抜粋）
　政府におかれては、次の事項について配慮されるよう強く要望
する。
　１�　子ども、保護者のニーズに応じたきめ細かな教育を実現
し、ゆたかな教育環境を整備するため、基礎定数化を含めた
計画的な教職員定数改善を早急に推進すること。

　２�　ゆたかな学びの環境を創出し、保護者負担軽減のため、教
育予算を増額すること。

　３�　教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、義務教育
費国庫負担制度を堅持するとともに、国の負担を最低でも従
前の２分の１まで拡充すること。

意見書
し た可 決

清風クラブ 所 属 議 員

佐藤�貴子�議員 数田�俊樹�議員

黒部�栄三�議員須藤�量久�議員

片倉�章博�議長

令
和
の
時
代
、
確
か
な
ま
ち
へ

発
想
の
転
換
と
ス
ピ
ー
ド
感

野
崎�

審
也�

議
員


